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(町の人口)

男 6，556人(+5) 

女 6，237人(-4) 

計 12，793人(+ 1) 

世帯数 4，285戸(:!::0) 

3月1日現在。()内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

夢と希望を胸に抱いて

みんな仲よくq年生
春です/いよいよ希望に胸ふくらませだ子どもだちが、小学校ヘ入学し

ます。

今年の新入学児は、男子91人、女子71人で町内全体で1d:162人にな

ります。 押原小ヘ 100入、西条小ヘ57人、清水新居地区からは5人ガ

甲府の小学校ヘ通います。

子どもだちの健やかな成長は、家庭、学校、地域の共通の願いです。子

どもだちは今、さまざまな夢や希望や不安を持って小学校生活をスター卜

することでしょう。この希望に胸ふくらませだ子どもたちが、大きくだく

ましく成長するようあだだかいまなざしでh見守ってあげましよう。
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春
で
す
。
い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま

b
ま
し
た
。
昭
和
町
も
新
年
度
予
算
を
も
と
に

「心
の
か
よ
う
豊
か

な
町
づ
く

b
」
を
目
指
し
て
動
き
だ
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
町
制
施
行
二
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
更
に
飛
躍
し
発
展
す

る
町
づ
く

b
の
第
一
歩
の
年
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

b
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
町
の
平
成
四
年
度
予
算
は
、
二

十
一
世
紀
を
展
望
し
た
町
づ
く

b
の
姿
必
描
い
た
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

新
年
度
予
算
は
、
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

三
月
十
日
か
ら
町
の
定
例
議
会
が
関
か
れ
、
冒
頭
で
泉
町
長
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
く

展
開
す
る
事
業
や
予
算
の
概
要
が
、
こ
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

し
い
時
代
へ
の
出
発
点

夏
な
る
飛
躍
の
た
め
の
第
ー一一一---oa‘

歩

平
成
四
年
度
の
新
年
度
に
あ
た
り
、

本
年
度
町
政
執
行
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
、
併
せ
て
各
種
の
施
策
と
事
業
の
概

要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
町
政
担
当
以
来
、
町
民

総
参
加
の
町
政
の
推
進
を
基
本
理
念
と

し
て
、
総
べ
て
の
町
民
が
等
し
く
健
康

で
幸
福
な
生
活
が
、
し
か
も
快
適
で
住

み
よ
い
地
域
環
境
の
中
で
で
き
る
よ

う
、
各
種
の
施
策
と
事
業
の
推
進
を
、

議
会
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
の
皆
様
方

の
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
協
力
を
い

た
だ
く
中
で
積
極
的
に
実
施
し
て
参
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
に

対
し
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
三
年
度
は
、
前
年
八
月
に
発
生

し
た
中
東
湾
岸
紛
争
も
全
世
界
に
大
変

な
衝
撃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
終
結
を
い
た
し
、
こ
の
紛
争
を
契

機
に
ソ
連
邦
の
消
滅
、
東
西
ド
イ
ツ
の

併
合
を
は
じ
め
、
東
欧
各
国
の
民
主
化

へ
の
移
行
が
進
み
、
冷
戦
の
世
界
か
ら

平
和
の
世
界
に
と
大
き
く
変
わ
る
中

で
、
国
際
経
済
に
あ

っ
て
は
、
農
産
物

の
自
由
化
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易

摩
擦
等
、
我
が
国
は
大
き
な
難
関
の
時

を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
国
内
で
は
、
証
券
業
界
の
不
祥

事
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
疑
惑
事
件、

引
き
続
い
て
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に

よ
る
経
済
の
変
動
な
ど
、
ま
た
県
内
で

は
、
知
事
選
を
は
じ
め
と
す
る
統

一
地

方
選
挙
等
が
行
わ
れ
、
本
町
に
お
い
て

も
新
し
い
議
会
構
成
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

内
外
と
も
に
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
昭
和
町
に
お
い
て
は
、
町
制
施

行
二
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年

で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
平
成
四
年

度
は
、
こ
の
二
十
周
年
の
節
目
を
新
し

い
時
代
に
向
か

っ
て
の
出
発
点
と
し
、

更
に
飛
躍
し
発
展
す
る
町
づ
く
り
の
第

一
歩
の
年
と
考
え
、
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
町
政
の
よ
り

一
層
の
推
進
と
充

実
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
長
く
続
い
た
日
本
経
済

の
好
景
気
も
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ

り、

一
部
の
業
種
を
除
い
て
全
般
的
に

下
降
線
と
低
迷
を
続
け
て
い
る
今
日
、

国
に
お
い
て
は
景
気
回
復
の
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
平
成
四
年
度
予
算
案
の
早
急

② 平成4.4.1広報しようわ

な
国
会
承
認
の
た
め
努
力
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
県
に
お
い
て
も

天
野
知
事
の
新
し
い
県
政
の
指
針
と
し

て
幸
住
県
構
想
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
に

と
も
な
う
各
種
の
施
策
と
事
業
が
平
成

四
年
度
よ
り
計
画
及
ぴ
実
施
に
移
さ
れ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
あ

っ
て
、

昭
和
町
を
は
じ
め
と
す
る
県
下

六
十
四
市
町
村
は
、
二
十
一
世
紀
の
新

し
い
時
代
、
即
ち
国
際
化
、
情
報
化
、

高
齢
化
、
高
速
交
通
化
等
変
動
の
激
し

い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
の
基

盤
づ
く
り
を
行
い
、

町
民
が
幸
福
な
日

常
生
活
が
で
き
る
よ
う
懸
命
の
努
力
を

い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
し必

効JLV
果施
的策
に事

業
は

本
年
度
は
、
先
に
申
し
述
べ
た
と
お

り
、
好
景
気
の
時
代
か
ら
低
迷
の
時
代

へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
社
会
経
済
は

大
変
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
特
に
町
内
企
業
の
法
人
税
を
は
じ

め
固
定
資
産
税
関
係
を
主
軸
と
す
る
本



町
の
財
政
基
盤
も
こ
の
余
波
を
受
け
大

変
厳
し
い
財
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
私
は
、
今
後
の
社
会
経
済
の
動
向

と
併
せ
て
町
内
大
手
企
業
の
経
営
状
況

な
ど
を
慎
重
に
見
極
め
、
引
き
続
き
各

種
の
施
策
と
事
業
を
行
っ
て
参
る
ほ

か
、
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
施
策
や

事
業
は
効
果
的
に
実
行
し
て
い
く
方
針

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
措
置
と
し

て
、
本
年
度
は
財
政
的
に
は
大
幅
な
各

種
の
基
金
の
繰
入
れ
を
行
う
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
か
ら
の
資
金
計

画
の
中
で
の
積
立
金
の
充
当
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
た
め
町
の
日
常
事
業

に
は
支
障
の
な
い
よ
う
配
慮
い
た
し
て

の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

住
み
よ
い

生
活
環
境
基
盤
づ
く
り

ま
ず
新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
の
住

み
よ
い
生
活
環
境
基
盤
づ
く
り
の
た

め
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
の

市
街
化
区
域
内
の
残
存
未
開
発
地
区
の

区
画
整
理
事
業
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ

と
と
し
、
本
年
度
は
西
条

一
区
第
一
区

画
整
理
事
業
、
河
西
大
林
第
二
区
画
整

理
事
業
の
組
合
設
立
の
た
め
努
力
し
、

早
急
に
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
共
に
、
そ
の
他
未
設
置
計
画
地
区
の

推
進
も
併
せ
て
進
め
る
と
共
に
、
紙
漉

阿
原
地
区
区
画
整
理
事
業
は
早
急
に
完

了
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

主
要
幹
線
道
路
の
整
備

.秋の一大イベン卜「ふるさとδ、れあい祭り」

地
域
の
発
展
は
道
路
整
備
が
最
も
重

要
で
あ
る
観
点
か
ら
、
町
都
市
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
町
内
主
要
幹
線
道

路
の
整
備
を
毎
年
継
続
し
て
計
画
的
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

「上
石
田

一
丁
目
西
条
線
(
一
部

一
区

五
号
線
を
含
む
)
」
に
つ
い
て
、
道
川
ま

で
は
平
成
三
年
度
末
で
完
成
さ
せ
開
通

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
西
は
昭
和
高
校
入

り
口
ま
で
は
暫
定
六
メ
ー
ト
ル
で
仮
開

通
さ
せ
る
一
方
、
水
道
局
昭
和
水
源
よ

り
現
在
幅
員
十
二
メ
ー
ト
ル
で
の
用
地

買
収
に
つ
い
て
は
本
年
度
で
買
収
を
終

り
、
来
年
度
以
降
工
事
に
着
手
し
、
区

画
整
理
事
業
と
並
行
す
る
中
で
、
平
成

七
年
度
に
は
全
線
十
二
メ
ー
ト
ル
で
開

通
が
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

次
に
「
押
原
小
学
校
西
側
よ
り
昭
和
バ

イ
パ
ス
に
通
じ
る
町
道
三
十

一
号
線
」

は
本
年
四
月
よ
り
開
通
の
予
定
で
す

が
、
「
昭
和
バ
イ
パ
ス
線
の
南
消
防
署
昭

和
出
張
所
よ
り
西
条
新
田
入
口
に
至
る

町
道
三
十
号
線
」
(
幅
員
十
メ
ー
ト
ル
)

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
昭
和
バ
イ

パ
ス
側
と
西
条
新
田
入
口
の
両
方
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
平
成
五
年
度
末
に
は

開
通
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
道
十
号
線
(
医
大
入
口
道
路
)
築
地

新
居
地
区
工
事
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

中
に
用
地
と
物
件
補
償
を
終
え
改
良
工

事
に
着
手
し
完
了
す
る
計
画
で
あ
り
ま

す
。
町
道
十
一
号
線
(
旧
飯
喰
公
会
堂

よ
り
昭
和
バ
イ
パ
ス
ま
で
)
は
物
件
補

償
と
工
事
に
着
手
し
、
河
東
中
島
地
区

は
本
年
度
で
工
事
完
了
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
単
独
事
業
で
は

第
三
小
学
校
進
入
路
の
測
量
設
計
を
行

う
ほ
か
、
町
内
幹
線
道
路
と
地
元
要
望

の
主
要
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
建
設
及
び
調
査
設
計
、
用
地
確

保
の
た
め
重
点
的
に
事
業
費
を
投
入
し

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
街
化
区
域
内

や
住
宅
地
区
内
の
身
近
な
環
境
整
備
の

た
め
の
道
水
路
の
整
備
を
行
い
町
民
の

要
望
に
応
え
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
本

年
度
よ
り
平
成
七
年
ま
で
の
予
定
で
一

級
河
川
鎌
田
川
の
暫
定
改
修
を
県
と
協

議
の
中
で
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
た
め

町
費
で
応
分
の
工
事
費
の
負
担
を
す
る

中
で
、
水
の
被
害
防
止
と
河
川
環
境
整

備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

緑
の
生
活
環
境
づ
く
り
に
は
、
生
け

垣
づ
く
り
の
推
進
を
よ
り
進
め
、
緑
多

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
市
街

化
調
整
区
域
内
の

農
道
水
路
の
整
備

は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
町
単
独
事
業

と
し
て
計
画
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

地
下
水
汚
染
の
進
む
本
町
に

お
い
て
も
、
飲
用
水
の
安
全
確
保
の
た
め

上
水
道
の
未
設
置
地
区
の
配
水
管
の
布

設
に
つ
い
て
は
、
水
道
局
と
の
協
議
の
中

で
計
画
的
に
布
設
を
進
め
て
参
り
ま

す。
ま
た
、

A
V

下
水
道
・

供
用
開
始
巳
向
け
て

快
適
な
環
境
づ
く
り
と
産
業
基
盤
の

整
備
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
下
水
道

事
業
の
促
進
で
す
が
、
釜
無
川
流
域
下

水
道
事
業
の
広
域
下
水
道
事
業
計
画
の

中
で
、
本
町
の
下
水
道
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
が
、
本
年
度
末
に
は
、
上
河

東
、
上
河
東
二
区
、
河
西
の
一
部
の
地

区
の
供
用
開
始
の
た
め
の
下
水
道
管
の

布
設
と
、
今
後
の
下
水
道
幹
線
布
設
地

区
と
し
て
、
常
永
駅
前
よ
り
以
東
市
川

大
門
線
道
路
内
に
本
管
を
計
画
的
に
布

設
す
る
と
共
に
、
供
用
開
始
の
た
め
使

用
料
お
よ
び
負
担
金
等
の
周
知
と
普
及

を
行

っ
て
参
り
ま
す
。

A
V

河
川
浄
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

.幅10mの道路が5年度末に完成(西条新田地区内)

次
に
ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
事
業
で
す
が
、

中
巨
摩
広
域
事
業
と
し
て
共
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
特
に
ゴ
ミ
処
理
対
策

は
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
、
再
利
用
の
普
及
徹
底

を
は
か
る
た
め
、
環
境
保
全
推
進
協
議

会
を
中
心
に
環
境
の
保
全
と
ゴ
ミ
減
量

実
践
活
動
を
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
普

及
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
新
規
事
業
と
し
て
河
川
浄
化
の

推
進
の
た
め
ゴ
ミ
取
り
ス
ク
リ
ー
ン
を

本
年
度
東
川
に
試
験
的
に
設
置
し
、
そ

の
結
果
に
よ
っ
て
他
の
河
川
に
設
置
し

河
川
の
ゴ
ミ
除
去
と
浄
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
空
き
健
回
収
機

を
設
置
し
資
源
の
再
利
用
に
努
め
る
ほ

か
、
野
犬
対
策
と
し
て
犬
の
去
勢
補
助

金
制
度
を
設
け
野
犬
の
減
少
を
は
か
る

ほ
か
、
引
き
続
き
ゴ
ミ
、
廃
棄
物
の
収

集
と
減
量
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

し
尿
処
理
対
策
と
し
て
は
、
本
年
度

も
中
巨
摩
広
域
処
理
場
の
建
設
を
促
進

し
来
年
度
完
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

治
安
対
策
と

交
通
安
全
対
策

平成4.4.I 

町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
の
対
策
と
し
て
、
甲
府
地
区
広
域

消
防
の
整
備
の
ほ
か
、
消
防
団
の
整
備

充
実
強
化
の
た
め
団
員
七
名
の
増
員
を

行
い
、
幹
部
指
導
者
の
養
成
に
努
め
る

ほ
か
、
町
内
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
の
三
本

広報しようわ③ 



ホ
ー
ス
収
納
箱
の
整
備
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
治
安
対
策
と
し
て
は
、

河
東
中
島
地
区
の
新
設
駐
在
所
が
近
く

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、

ニ
ヵ
所
の
駐
在

所
と
密
接
な
連
携
を
保
っ
て
治
安
に
努

め
る
ほ
か
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

新
た
に
開
通
す
る
町
道
三
十
一
号
線
の

昭
和
バ
イ
パ
ス
入
口
に
信
号
機
の
設
置

を
す
る
と
共
に
、
小
学
校
前
の
信
号
機

は
車
の
流
れ
を
見
つ
つ
対
応
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

よ
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
事
業
と
交
通

安
全
・
防
犯
対
策
を
兼
ね
て
、
町
内
幹

線
通
学
路
を
中
心
に
街
路
水
銀
灯
の
設

置
を
行
う
ほ
か
、
道
路
外
側
線
工
事
、

標
識
工
事
も
随
時
施
工
し
交
通
事
故
防

止
と
防
犯
に
努
め
ま
す
。

A
V

リ
ゾ
ー
ト
昭
和
は
直
営
で

町
民
の
保
健
休
養
施
設
リ
ゾ
ー
ト
昭

和
の
運
営
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
運
営

の
実
情
か
ら
本
年
度
は
第
三
セ
ク
タ
ー

委
託
を
廃
し
、
町
直
営
で
運
営
し
経
費

の
節
減
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
を
行

っ
て
参
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

農
λ?
商
J

工
業
対
策

地
域
に
適
し
た
農
業
の
振
興
対
策
で

す
が
、
今
ま
で
優
れ
た
農
業
地
帯
で
あ

っ
た
本
町
も
、
市
街
化
の
進
展
と
後
継

者
不
足
、
高
齢
化
、
兼
業
化
な
ど
に
よ

り
、
農
業
経
営
は
大
変
む
ず
か
し
い
転

換
期
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
い
か
に
し
て
残
さ
れ
た
農
地
を
有

効
活
用
す
る
か
、
ま
た
都
市
近
郊
農
業

と
し
て
、
何
を
も
っ
て
存
続
さ
せ
る
か

な
ど
に
つ
い
て
、
各
農
業
団
体
と
充
分

協
議
し
、
今
後
の
農
業
経
営
の
方
向
を

見
極
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
現
在
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い

る
水
田
農
業
確
立
対
策
の
推
進
は
、
東

部
農
協
、
農
業
委
員
会
、
生
産
農
家
と

協
議
す
る
中
で
、
割
り
当
て
目
標
達
成

の
た
め
必
要
な
助
成
措
置
を
講
じ
つ
つ

進
め
て
参
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
対
策
で
は
、
ま
ず
商

業
に
お

い
て
は
本
年
よ
り
大
庖
法
の
改

正
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
よ

り

一
層
大
型
ス
ー
パ

ー
等
の
進
出
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
地
元
商
業
者
も
こ
の

よ
う
な
社
会
状
況
を
理
解
し
、
共
に
繁

栄
す
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
た

め
、
商
業
活
動
活
性
化
助
成
制
度
を
設

け
、
そ
の
振
興
策
を
研
究
す
る
こ
と
と

し
、
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
元
中
小
企

業
の
労
働
力
不
足
対
策
を
、
工
業
団
地

企
業
と
連
携
を
取
り
情
報
交
換
等
の
中

で
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
で

働
く
勤
労
者
の
住
宅
対
策
の

一
助
と
し

て
、
住
宅
資
金
の
融
資
希
望
者
が
増
加

し
て
い
る
現
在
、
そ
の
対
応
と
し
て
本

年
度
も
引
き
続
き
町
費
を
労
働
金
庫
に

預
託
し
希
望
に
沿
っ
て
参
り
ま
す
。

福z
志叶 #三イ

あ i
充型
実濯
を崩

な
ど

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
昨
年
ま
で
各
種

の
福
祉
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
大
幅
に
伸
ぴ
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
人
口
が
急
増
し
、

引
き
続
き
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る

現
在
に
あ
っ
て
、
寝
た
き
り
老
人
、
痴

呆
性
老
人
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
そ

れ
ぞ
れ
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人
の
数

も
年
々
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
町
に
お
い
て
は

行
政
を
は
じ
め
社
会
福
祉
協
議
会
や
多

く
の
福
祉
団
体
の
協
力
を
得
る
中
で
、

老
人
福
祉
行
政
、
身
障
者
福
祉
対
策
等

き
め
細
か
な
施
策
を
行
っ
て
参
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
も

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
、
父
子
世
帯
へ
の
食
事
サ

ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
、
八
十
五

歳
以
上
の
老
人
へ
の
牛
乳
の
毎
日
サ
ー

ビ
ス
等
、
各
種
の
施
策
は
引
き
続
き
実

施
す
る
と
共
に
、
そ
の
内
容
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
特
に
、

町
温
泉
入
浴
料
金
を
六
十
五
歳
以
上
を

無
料
化
と
す
る
ほ
か
、
寝
た
き
り
老
人

を
介
護
す
る
家
族
に
対
し
、
ね
ぎ
ら
い

報
償
金
の
ほ
か
に
、
一
日
温
泉
施
設
利

用
に
よ
る
ね
ぎ
ら
い
休
養
制
度
を
計
画

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
重
度
身
心
障
害

者
(
児
)
の
方
々
で
一
級
か
ら
三
級
に

該
当
す
る
人
た
ち
の
交
通
の
手
助
け
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
際
の
補
助
制

度
を
設
け
る
な
ど
、
福
祉
基
金
利
子
運

用
を
合
め
る
中
で
、
福
祉
行
政
の
充
実

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

A
V
ω

の
ゆ
と
り
を
大
切
巴

次
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
、
三
地
区
の
児
童
館
施
設
及
び
第
三

小
学
校
用
地
北
側
の
仮
称
常
永
公
園
、

西
条
二
区
駅
前
公
園
、
押
越
地
区
公
園

の
整
備
も
終
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

の
公
園
と
既
設
の
公
園
を
大
い
に
活
用

し
、
今
後
実
施
さ
れ
る
学
校
五
日
制
に

よ
る
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
の
遊
び

場
と
し
て
活
用
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す。
ま
た
、
町
内
保
育
行
政
で
す
が
、
多

く
の
町
村
が
今
年
度
保
育
料
の
改
訂
を

い
た
す
中
に
あ

っ
て
、
本
町
は
本
年
度

も
据
置
く
こ
と
と
し
、
父
母
の
負
担
を

軽
減
し
、
ま
た
施
設
の
改
善
充
実
の
指

導
と
補
助
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
保
健

衛
生
の
施
策
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
町

民
が
健
康
で
明
る
い
日
常
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
総
合
健
診
を
全
額
町
費
負
担

で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
年
々
受
診
率

が
高
く
な
り
、
認
識
が
深
ま
っ
た
も
の

④ 平成4.4.I 

A 明るい子どもたちの未来のために

広報しようわ

と
喜
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
健
診
と
併
せ
て
そ
の
後
の
健

康
指
導
を
強
化
し
、
早
期
治
療
指
導
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
病
検

診
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
年
齢
を

引
下
げ
、
そ
の
予
防
に
努
め
る
ほ
か
、

乳
幼
児
か
ら
老
人
に
至
る
各
種
の
健
診

に
つ
い
て
は
、
保
健
婦
四
名
を
中
心
に

愛
育
会
、
各
医
師
、
病
院
等
の
協
力
を

得
て
、
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
と
予
防

思
想
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
こ
の
た
め

総
合
会
館
の
事
務
室
に

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
を
本
年
度
導
入
し
、
福
祉
事
業
の
管

理
、
保
育
料
、
保
健
衛
生
事
業
の
管
理

充
実
を
行
う
ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
所
を
暫
定
移
転
し
そ
の
対
応
を

い
た
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
よ
り
人
件
費
が
地
方
交

付
税
算
入
と
な
る
た
め
、

一
般
会
計
負

担
が
多
く
な
り
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
助

産
費
補
助
金
は
、
社
会
保
険
の
助
産
費



と
同
額
に
引
き
上
げ
支
給
い
た
し
ま

す
。子明

ど日
もえを
た担
ちる
の
た
め

学
校
教
育
は
、
今
ま
で
も
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
充
実
強
化
を
は
か
つ
て

参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
教
育
関
係

事
務
処
理
に
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導

入
を
行
い
、
就
学
児
童
の
把
握
、
成
人

者
の
調
査
等
を
は
じ
め
教
育
関
係
事
務

の
能
率
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
は
押
原
小
学
校
五

号
校
舎
館
が
老
朽
化
し
改
修
不
能
の
現

状
か
ら
こ
れ
を
取
り
壊
し
、
代
わ
り
に

設
備
内
容
の
よ
い
プ
レ
ハ
ブ
建
設
に
よ

る
特
殊
学
級

一
、
特
別
教
室
四
の
合
計

五
教
室
を
建
設
す
る
ほ
か
、
五
号
館
北

側
の
買
収
済
み
用
地
に
仮
称

『押
原
の

杜
』
の
建
設
を
計
画
し
、
本
年
度
は
と

り
あ
え
ず
外
側
す
べ
て
に
植
栽
し
、
中

に
庭
園
を
予
定
し
て
の
盛
土
工
事
を
行

い
、
来
年
度
に
て
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
第
三
小
学
校
に
つ
い
て
も
、
昨

年
度
造
成
し
た
グ
ラ
ン
ド
に
散
水
施
設

の
設
置
を
計
画
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

A-押
原
中
学
校
の
増
築

企生徒数の増加による増築工事が(押原中)

押
原
中
学
校
で
す
が
、
生
徒
数
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
の
増
築
工
事
と
し

て
、
現
校
舎
の
東
側
木
工
教
室
を
取
り

壊
し
四
階
建
て
の
普
通
教
室
四
、
特
別

教
室
七
の
校
舎
を
建
設
し
、
併
せ
て
狭

く
な
っ
た
職
員
室
及
ぴ
生
徒
入
口
の
拡

張
と
、
全
校
舎
の
外
壁
の
補
修
を
行
い
、

校
舎
施
設
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、
本

年
度
は
本
町
単
独
の
外
人
英
語
教
師
の

招
致
を
予
定
し
、
中
学
校
教
育
の
充
実

を
は
か
つ
て
参
り
ま
す
。

学
校
給
食
施
設
の
整
備
と
し
て
、
調

理
室
内
の
食
器
自
動
洗
浄
機
を
導
入
し

現
在
の
手
洗
い
か
ら
自
動
化
に
よ
る
労

力
の
節
減
を
は
か
る
ほ
か
、
焼
物
機
を

導
入
す
る
と
共
に
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

導
入
に
よ
る
給
食
費
及
ぴ
給
食
ま
か
な

い
関
係
の
管
理
の
合
理
化
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
で
す
が
、
都
市
化

が
進
み
混
住
化
と
高
齢
化
が
進
む
本
町

に
お
い
て
、
町
民
同
士
が
心
の
通
う
暖

か
い
人
聞
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
生

涯
教
育
の
推
進
は
大
切
で
あ
り
ま
す

が
、
社
会
教
育
関
係
者
が
中
心
と
な
っ

て
陶
芸
教
室
を
は
じ
め
各
種
教
室
、
講

座
の
充
実
と
、
文
化
協
会
を
通
し
て
の

各
種
講
座
や
行
事
等
を
進
め
、
生
涯
教

育
と
幅
広
い
文
化
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
す
が
、
こ
の
た
め
の
財
政
措
置
も
講

じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
青
少
年
を
対
象
に
国
際
化
社
会

に
対
応
す
る
事
業
と
し
て
、
海
外
視
察

研
修
も
本
年
度
は
人
数
を
増
加
し
、
引

き
続
き
昨
年
と
同
じ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
し
て
長
い
交
流
を
重
ね
る
よ
う
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
、
児
童
を

対
象
と
し
た
親
子
の
縁
日
を
通
し
て
、

親
子
の
ふ
れ
あ
う
場
と
し
、
本
年
も
よ

り
充
実
し
た
行
事
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

平
成
二
年
に
開
館
し
た
町
立
図
書
館

も
石
和
町
立
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
よ
り
、
一

層
内
容
充
実
が
で
き
て

参
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
多
い
状
況

の
中
で
、
本
年
度
も
引
き
続
き
図
書
の

購
入
を
行
い
、
図
書
館
を
通
し
て
の
社

会
教
育
、
文
化
の
推
進
に
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
体
育
の
推
進
は
、
町
体
育
協
会

各
部
の
活
動
強
化
を
は
か
る
た
め
、
助

成
金
の
増
額
を
行
う
中
で
各
部
門
の
実

情
等
を
検
討
し
、
地
域
住
民
と
時
代
に

沿
う
社
会
体
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
特
に
本
年
度
は
現
在
建
設
中
の

町
民
温
水
。フ
l
ル
兼
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
年
内
に
完
成
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
整
備
は

計
画
的
に
充
実
し
、
利
用
す
る
町
民
の

要
望
に
沿
え
る
よ
う
考
え
、
そ
の
運
営

に
つ
い
て
も
各
方
面
の
意
見
を
聞
く
中

で
円
滑
な
運
営
を
行

っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
三
月
末
完
成
し
た

第
三
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、

当
面
は
地
域
の
人
た
ち
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
町
民
温
水
プ

l
ル
と
併
せ
て

社
会
体
育
推
進
の
場
と
し
て
活
用
し
てA トレー二ングセンターを併設した温水ブール完成。

健康づくりのために期待は大きい。

参
り
ま
す
。

年
ご
と
に
多
様
化
し
複
雑
化
す
る
行

政
需
要
に
対
応
す
る
た
刷

1
域
内
の
機

構
に
つ
い
て
も
町
民
の
要
望
に
沿
え
る

よ
う
対
応
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
度
は
職
員
の
欠
員
補
充
と
事
務
量

の
増
加
、
施
設
の
建
設
等
に
よ
る
人
員

の
補
充
、
強
化
の
た
め
、
数
名
の
職
員

の
新
採
用
を
行
う
ほ
か
、
平
成
元
年
よ

り
庁
内
事
務
処
理
の
電
算
化
を
年
次
的

に
実
施
し
て
参
り
、
住
民
登
録
、
印
鑑

証
明
の
電
算
化
を
は
じ
め
税
務
、
年
金

等
逐
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
戸
籍
事
務
の
ほ
か
教
育
委
員
会
の

就
学
児
童
、
成
人
者
、
給
食
費
、
ま
た

総
合
会
館
の
住
民
健
診
、
保
健
衛
生
管

理
、
保
育
料
、
福
祉
管
理
事
務
等
を
電

算
化
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
迅
速
で
正

確
な
事
務
処
理
体
制
が
で
き
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ
新
任
職
員
を

中
心
に
職
員
の
研
修
に
努
め
町
民
の
期

待
に
沿
え
る
役
場
業
務
の
遂
行
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
四
年
度
の
町
政
施
行
の

方
針
と
併
せ
て
、
本
年
度
の
各
種
施
策

と
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
と
事
業
を
遂
行
す

る
た
め
に
は
、
私
を
は
じ
め
職
員
共
々

全
力
を
傾
注
し
て
努
力
し
て
参
る
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。
議
会
を
は
じ
め
町
民

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

所
信
表
明
と
施
策
と
事
業
の
概
要
説
明

と
い
た
し
ま
す
。
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昭和問営 u清里の森u 保健休養施設

*リソート昭和ご案内*

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
申
込
み
受
付
け
中

白
樺
の
林
に
固
ま
れ
た
高
原
の
リ
ゾ

ー
ト

・
ス
ポ
ッ
ト
清
里
。
そ
の
清
里
に

三
年
前
オ
ー
プ
ン
し
、
先
月
ま
で
冬
期

休
館
し
て
い
ま
し
た
町
営
清
里
の
森
保

健
休
養
施
設
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
、

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。

雄
大
な
自
然
の
中
に
建
つ
、
し
ゃ
れ

た
外
観
の
建
物
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
明
日
の
健
康
と
鋭
気
を
養
う
た
め
の

高
原
の
別
荘
で
す
。
昨
年
は
、
宿
泊
千

六
百
九
十
四
名
、
休
憩
七
百
十
二
名
、

研
修
五
百
十
名
の
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
利
用
申
し
込
み
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
な
り
た
い
方

は
役
場
総
務
課
(
冨
花
1
2
1
1
1
)

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

緑
豊
か
な
八
ヶ
岳
山
麓
の
ま
っ
た
だ

中
で
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ
ィ
ー

ク
は
、
ご
家
族
や
気
の
合
う
仲
間
同
士

で
高
原
の
リ
ゾ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑨宿j酔 i金 (素泊まり、食事，811)

区分 -日n又J 備 大人{J人当り)子供{J人当り)

和 室 12畳・10畳パス・トイレ付 3，000円 2，500円

手口 主~ 10畳トイレ付 2，500円 2，000円

和室大広間 個室12畳間仕切 2，000円 1，500円

和室大広間 36畳 1，500円 1，000円

※なお、 子供とは小学校の児童をいう 。満 6歳未

満の幼児は無料、ただし寝具使用の場合は子供

料金とする。

※和室の 1人利用 400円、

割増料金。

※チェ ックイン午後 4時から。

チェックアウト午前10時まで。

※町外者は、 l人1， 000円の害Ij増料金。

⑨休憩料金

区 分 | 設 備 |大人(1人当り11子供(1人当り)

和 室 112畳・10畳パス・トイレ付11，000円 1500円

和 室 110畳トイレ付 1 500円 1300円

和室大広間 |個室12畳間仕切・36畳1 300円 1200円

※休憩時間は午前11時から午後 3時まで

⑨研修室

半日1， 000円/1日 2，000円/夜間 2，000円

⑨遊具料金

囲碁・将棋 200円/マージャン1， 000円

車球(1時間)300円/ 自転車(半日)500円

⑨食事料金(申込み時に役場でお支払いください)

朝食500円(子供300円)夕食1， 500円(子供1，000円)

※特別食あり 。団体・子供の食事の対応可能。

砂お申込み・お問合せ

役場総務課(冨75四 211 1 )まで。

2人利用 1人 200円の

i臨民年金の l E giii2v自:
(保険料について l ン、¥ 2すを存 2早 雲;

¥/三ト.-:::::...¥¥/の前加 う四の

4月から国民年金の τーミZJジ¥fi5九日ト
・ ・ 4 釈とJ!..-(.ご、¥はと、、り毎一

; 保険料が動的ます ~~ イ J15512 誇;IIJ "J ~ ~ I ¥1) h'< 11 ''¥¥: 年 00  。保り
-，.，.. ." ~.， {\~民11 川 分あ円円険ま

V き 急 三 て 納 O 請まれ準めよ 。 だ金 は (Q) 0 0 で 料すー
ま国おはな納十あめ平て平をにるにるり病保さ融納大ご口 定定す前が 。括
で民間係おめ巴るて成 成しし制該の所気険い機付変多座 額額 。納割前し i

。年合ま、ると納な 三 三 てて度当が得・料 。関書使忙振 + の引納て
金せても納 よな付い年 年くおが す 困 が 失 を のの利な替 付 期きし前
係 ご付うつ 書 人度 度だか ある難少 業 納 窓裏で人で 加 限にて納
(役連書にてのは分 分さなりとなな・め 口面す、も一 ー はないす
箇場絡をしい使、の のいいま保人く営ら でに 。留納一 一 四りたる
75町く粉てま用す保 保 。です険は 、業れ お記 守め八 三 月まだこ
」民だ失く す 期 で 険 険 、 。料、保不な 申載 がら、 、 三すくと

?窓ささだ の 限 に 料 料 免 未がー険振い しし ちれ 二 五 十 。とが
i口いれきでが送を !こ 除納免定料なと 込て のま七 九 日 、で
1 謀。たい、四付ま つ のの 除 の を ど き みあ 人す o 0 ま 保き
ム と。至月しだい申まさ基納には くる に円円で険ま

・・・・・・目目...，，;:
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まちづくり
ともに学び

ともに生きる

里里 生涯学習推進大会 哩里

今年で第10回の開催となる、生涯学習推進大会が、己

月日日総合会館で行われました。

押原中ブラスパンド部の演奏によって開会。常永保育

園児と「ほたる会」の手話コーラス、子どもたちも上手

に踊った河東中島区の伝承芸能笠おどり、清水新居琴の

会の素晴らしい音色、間芸教室に参加したオラン夕、人ヨ

ースト・ホルステンさんのユーモアある話、町青少年交

流海外派遣事業に参加した代表者の話、最後に押原保育

園児の明るく元気なおゅうぎが発表されました。

感動ある大きな拍手の中で「ともに学び ともに生き

る まちづくり」に、また一歩大きく前進したのではな

いでしょうか。

ひとり三スポーツの
権進をめざして

社会体育推進大会里里

3月B田町総合会館で行われた社会体育推進大会で

は、河西区の豊川富士江さんから、農家の主婦として町

にママさんパレ ボールを普及させ今日まで続けてきた

苦労話や、パレーを通しての仲間づくりの大切さなど体

験談を交えた発表がありました。続いて、野球評論家の

近藤唯之さんが、プロ野球監督を例にとり、指導者の大

切さについての話をしてくれました。

お二人の貴重な話から、社会体育を推進していくこと

の大切さや、指導のあり方などがよくわかりました。

測定結果にもとづいて

コンビュータ一分析が
戸ドパイス

三
月
一
日
間
、

押
原
小
体
育
館
で
健

康
体
力
相
談
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
お
よ
そ
百
人
の
み
な
さ
ん
が
こ

の
相
談
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

身
長
・
体
重
・
肺
活
量
や
、
全
身
反

応
・
垂
直
と
ぴ
・
閉
眼
片
足
立
ち
な
ど

の
体
力
測
定
の
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
分
析
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
健

康
や
体
力
に
応
じ
た
運
動
の
進
め
方

』

F

ひ
と
り
一
人
の
体
力
表
に
も
と
づ
い
て

を
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
の
指
導
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
室
に
参
加
し
た
上
河
東
の

女
性
は
、
「
健
康
の
た
め
に
、
毎
日
仲
間

と
四
十
分
く
ら
い
歩
い
て
い
ま
す
が
、

今
回

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
分
析
し
て

い

た
だ
き
、
自
分
の
体
力
年
齢
が
若
い
と

判
定
さ
れ
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
日
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

参
考
に
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
運
動
を

続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た。

.新スポーツ=シャツフルボード

ま
た
、
会
場
の
反
対
側
で
は
、
町
の

体
育
指
導
委
員
さ
ん
が
、
こ
の
相
談
室

に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
に
、
ユ
ニ
カ
ー

ル
・
シ
ャ
ツ
フ
ル
ボ

l
ド
な
ど
の
新
ス

ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
の
暖
か
い

季
節
、
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
仲
間
ど
う
し
で
体
を
動
か
し
た

り
、
各
種
教
室
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
、
7
。

平成4.4.1広報しようわ⑦ 



栄養改善

推進功労者

会長表彰

山梨県栄養改善

推進員連絡協議会

有賀一江さん
(押越)

一
来
年
4
月
よ
り
一

一
使
用
開
始
に

一よ
H
は
H
J
u
u
jら

せ

一

向

け

て

f
一

品 た自と期任ら副 二
姿 。主 し的さの会 年有
議 ま的た発れ四長間賀
線 た活料行、年を、さ
色 、勤理、こ問、町ん

護 老の教ーのに更のは
ど 人推室般聞はに栄
L~ 大進のの、、、養昭

察 学に開み推 同昭改和
訟 の尽催な進会和善五
i際力，なさだの五推十
議 にさどんよ会十進三
選 はれ、をり長九員年
議 、ま会対のを年会か
議 ス し の 象 定 歴 か の ら

雲 表 月 喜子 町 浸 ビキ
議 彰五こばをの透スム
畿 を日のれみリさしミ
譲 受栄永てなハせ、ル
懇 賞養年いさ ピ ま お ク
畿 さ 改 の ま ん リ し 年 入
護 れ善功すに教た寄り
議 ま大績。サ室。り減
議 し会が lで 今に 士宮
撃 たの認 ビ手 長減 z
議 。席め ス 作 退 塩 そ
畿 上ら しり任の汁
議 、れ 、の後意を

日 i会 大茶も識サ
長二 変菓、を l

まで年張とま甲めの予会 きス競戦県 3 
しす生 つつ し府ま 実選で 七まポ技が少第 議
た 」 二ててたのし 力をは十し l場、 年 八 議
。と十く最が 山たを勝、五たツで二サ回 議
選一れ後二城。発ち昭チ。少行月ツニ 畿
手人まの藤チ 決揮 ぬ和 | 年わ二カッ 議
ののし試杢 l勝しきチム 団れ十 | サ 議
労 総た合 EEム戦決、|が が、三選 議
を結。だ督に で 勝 本 ム 参 見本日手グ 警
ね集準つ同負は戦大は加 事 町、 権リ 議
ぎの優た 「 け、に会峡し 準の緑大 l 議
ら た 勝 が 六て惜こで中た 優サが会ン 議
つまはよ年ししまも地こ 勝ツ丘の力 議
て も、く生まくを普区の にカ陸 決 ッ 議
いの六頑にいも進段の大 輝 i上勝フ。 総

はつらつプレーで
男事準優勝

「 二ツサングリーンカップ 、
県少年サッカー選手権大会J

昭和町サッカースポーツ少年団

シ
リ
ー
ズ
下
水
道

⑧ 

ー
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町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
み
な
さ

ん
の
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

と
、
河
川
な
ど
の
水
質
の
保
全
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ

の
事
業
は
現
在
、
上
河
東
・
上
河
東
二

区
・
河
西
の
一
部
・
西
条
二
区
の
一
部

で
あ
る
第
一
次
事
業
区
域
の
下
水
道
建

設
を
急
い
で
い
ま
す
。

来
年
の
四
月
に
は
、

か
の
上
河
東
・
上
河
東
二
区
・
河
西
の

一
部
で
、
待
望
の
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
毎
月
シ
リ
ー
ズ
で
、
下
水

道
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。
受
益
者
負
担
金
、
使
用
料
、

工
事
指
定
庖
な
ど
に
つ
い
て
は
、
昨
年

発
足
し
た
町
下
水
道
審
議
会
で
協
議
さ

れ
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次
第

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
供
用
開
始
さ
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
、
地
区
説
明
会
を
行
う
予
定
で

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報しようわ

こ
の
地
域
の
な

下水道使用開始予定地域来年4月
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-犬やねこが公園、道路、他人の土地、作物などを

荒す、汚す。 むJ¥¥¥il、

・犬のふんを始末しない。(gi
・犬やねこを捨てる。 JIL2・0
・犬を放し飼いにする。。ぞV
・犬やねこの好きな人ばかりがいるわけではありま

せん。他人に迷惑や危害を及ぼすことのないよう、

飼育者は十分な心くぱりと正しいしつけをするこ

とが大切です。

犬の登録及び狂犬病予防注射〉

狂犬病予防法に基づく平成 4年度犬の登録及び狂犬病予防注

射を実施しますので、生後 3ヶ月以上の犬を飼っている家庭で

は最寄りの会場で登録と予防注射を済ませてください。

最近こんな苦情やトラブルをよく耳にしますが……?

五〈平成4年度

生
後
汎
日
以
上
の
犬
は
、
年
一
回
の

登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
と
予
防

注
射
を
受
け
な
い
と
法
に
よ
り
罰
金
に

処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

{予

ら

仔
犬
が
生
ま
れ
た
時
は
、
青
ハ
任
を
持

っ
て
飼
え
る
人
以
外
に
は
譲
ら
ず
、
飼

え
な
く
な
っ
た
仔
犬
は
、
毎
月
町
の
広

報
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
収
集
日
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
犬
が
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
収
集
日
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

実施日 場 所 受付時間

清水新居公民館 午前 9時30分~10時30分
4月8日 西条新田公会堂 午前10時45分~11時45分

(水) 西条一区公会堂 午後 1時00分~2時00分

西条二区第3公会堂 午後 2時15分~3時00分

西条二区第1公会堂 午前 9時30分~10時45分
4月9日 紙漉阿原公会堂 午前11時00分~11時45分

(木) 押越公会堂 午後 1時00分~ 1時45分
河東中島公会堂 午後 2時00分~3時00分

築地新居公会堂 午前 9時30分~10時30分

4月10日
飯喰集落センター 午前10時45分~11時30分

(金)
河西公会堂 午後 1時00分~1時45分

上河東公会堂 午後 2時00分~2時45分

上河東二区集会所 午後 3時00分~3時30分

4月19日 町総合会館
午前 9時30分~11時45分

(日) 午後 1時00分~3時00分

ん
だ

飼
い
犬
が
人
畜
を
岐
ん
だ
場
合
は
、

す
み
や
か
に
町
役
場
環
境
衛
生
課
に
届

出
、
加
害
犬
は
た
だ
ち
に
獣
医
師
の
検

診
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犬
に
か
ま
れ
た
人
も
、
す
み

や
か
に
環
境
衛
生
課
に
そ
の
旨
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※料金は、つぎのとおりです。おつりのないよう、お願いし

ます。

一一一一一一一一一一一 集合 注射 訪問注射|

犬の登録手数料 2，100円 2，100円

注射済票交付手数料 480円 480円

予防注射料 2，440円 3，640円

d口h 計 5，020円 6，220円

く飼えなくなった犬?猫収集白>
日時 4月3日・ 17日(金)
場所総合会館前
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっ

かり封をしてください。

午前10時50分-10時55分

東
京
創
元
社

町
立
図
書
館
か
ら

合
月
の

お
す
す
め

作
白

【
一
般
図
書
】

o
消
え
た
男

阿
刀
田

高

o
国
際
結
婚
物
語

川
滝
か
お
り

o
時
の
か
た
ち

服
部
ま
ゆ
み

o
心
の
砂
時
計

遠
藤
周
作
文
筆
春
秋

o
ク
ロ
ー
バ
ー

ド
リ
・
サ
ン
ダ
ー
ス

原
生
林

【
児
童
図
書
】

o
山
本
先
生
新
聞
で
す

藤
田
の
ぼ
る
岩
崎
書
庖

o
ポ
イ
ポ
イ
鳥
の
う
た
う
日

今
村
葦
子
文
研
出
版

。
ね
ぼ
す
け
一
年
生

長
崎
源
之
助

新
日
本
出
版
社

o
す
み
れ
島

今
西
祐
行
倍
成
社

。
ぼ
く
キ
ッ
パ
l

ミ
ッ
ク
・
イ
ン
ク
ペ
ン

小
学
館

角
川
書
居

贋
済
堂
出
版

平成4.4.I 広報しようわ⑨ 



はつびいたいお

世界に一冊しかない

絵本づくり

手づくり総本の会・お日さま

合
月
は
、
昨
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ

だ
「
手
鍋
つ
く
り
絵
本
の
会
・
お
日
さ
ま
」

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
会

は
、
町
の
図
書
館
で
行
わ
れ
た
手
づ
く

り
絵
本
の
講
座
を
受
講
し
だ
み
な
さ
ん

が
中
山
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ

ー
は
、
十

一
名
で
す

が
、
こ
の
会
が
結
成
さ
れ
た
き
っ
か
け

を

「自
分
自
身
で
つ
く
り
あ
げ
た
絵
本

に
感
動
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
絵
本

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
仲
間

が
集
ま
り
ま
し
た
。
」と
み
な
さ
ん
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
は

v

講
座
で
学
ん
だ

知
識
を
も
と
に
、
お
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
二
冊
め
の
絵
本
を
仕
上
げ
ま
し

た
。
世
界
中
に

一
冊
し
か
な
い
子
づ
く

り
絵
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
本
棚
に

次
々
に
並
ん
で
い
き
ま
す
。

一
一月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
町
の
図

書
館
ま
つ
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

ま
ん
ま
る

あ
ん
ド
ー
ナ
ツ

明W;::::~
岬:併合掛

企 活動はいつも子ども連れで、行っています。

ど7援護史緩怠祭事足

匂 づくり料理

め
に
、
紙
人
形
劇
「
十
ま
で
か
ぞ
え
ら

れ
る
こ
や
ぎ
」
を
製
作
・
上
演
し
ま
し

た
。
一
つ
の
作
品
を
、
み
ん
な
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合

っ
て
仕
上
げ
た
の
で

す
。
「
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が

附

ら
み
て
く
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ

剖W

し
か

っ
た
で
す
。
苦
労
し
た
か
い
が
あ

明…

り
ま
し
た
。

」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

…

ま
だ
発
足
し
て
間
も
な
い
会
で
す

一

が、

「
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
ぴ
な
が
ら
活

山

動
が
で
き
る
」「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ω

つ
く
っ

た
も
の
が
作
品
と
し
て
残
る
の

九

で
、
将
来
い
い
思
い
で
に
な
る
か
も
」

伽

と
、
み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
で
す
。

慨

「子
ど
も
の
い
る
主
婦
が
中
心
な
の
で

慨

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

町

長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
も
マ
イ
ペ
l

閥
会

ス
で
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

機

:

聞い

4

一

も
し
で
さ
る
こ
と
な
ら
、
町
の
民
話
を

鰍

L

大
型
紙
芝
居
や
人
形
劇
に
し
て
子
ど
も

ケ

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

」
と
今

後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

卵 1i固砂糖50g

-材料 (10個分)

小麦粉150g パタ-20g スキムミルク20g

かための黒こしあん20g 揚げ油

-作り方

①ボウルにバターを入れ、クリ ム状に練り混ぜて砂糖を加えま

す。

③①に溶きほぐした卵を加え、 次に小麦粉をふるい入れスキムミ

ルクを加えて、軽く練り混ぜ、10等分します。

③こ しあんを10等分して丸めておきます。

④③の生地をめん棒で伸ばし、③のあんを中央にのせて、生地で

あんを包み込んでいき 手のひらでころがしながら丸めます。

⑤揚げ油を170度に熱し、 @を入れてゆっくりと色よく揚げます。

栄養改善推進員

花形千鶴子さん(紙漉阿原)

|ちょっと一言 | 
子どものおやつやお茶うけにいかがで

しょう 。こしあんは一度にたくさんつ

くって冷凍しておくと便利です。

タ 大 絹 嫁 用 季 万 手
我隣り

j立 枯 首 逝
は ;境 ゴ玉 J令針 子定 治せご

塩 j斉 落 節 八年 え入 手き ネし ネ例 すき -・・圃にけ ロに し に 押み 葉風 十 の にれ は来 にわ の葉 ツり べし
かの ン見 目 糸 日て し の はの ーオ一『三年月包 入終 気 し 日音 め 支の クる な人 こみ メ コ え 薬通 数三 :fTゴ 〈強 るゆ に庭 むき 度無 レマ

事き 残さ
ふ ロ ロ てコ L 、り え 年 音 き 最と 月松 し師 公忽 ど数 スリ

う〈 デ ンカ、 〈ぬ 心詩 道を かあ 后云 あの つの 園ち せを のア をれ
れイ とく 度は わめ は つ さし まう か秀 庭咳 の笑 か飛 対本生也 悔し
る | 転れ もも

わ〈〈 身箆ワ
強め かた で友 くを のの 砂、う しば し蔵 む人

ほ智四 がつ 差ど 霜た さの し は 金迎 草激 子 通し さ Lこ Lー官tヨよ

六時 し幼 すか る ど日 か逝 りぎ とし 等 るめ 首残 のい

オ は て児 し ノ.J.-、- .:fL なだ と く ぬい るさ セ jl二 欲り 頃つ う早 ゅは ヨミ 月 母 るま て り 風 し た マコ
す 目 車 り て は とる

短歌
ヨピ

る
山 山 4公 イ呆

藤内
鷹 フ義R 輿 j司 井 ~ 磯 伊一

本 下 岡 坂 妻子 原、 石 田 上 j宰 告F 藤

津美
~)ゐ

さ主 ム1 み

秀 満 JIl買 丑 た 好 よ 玉 良
-園田

子 子 子 子 t、ぇノ、，、 イえ 片宍~ イえ 子 子 オ支 与 pエ

⑬ 平成4.4.I 広報しようわ



赤・ぢ.~./1J.誕・生

10¥みや

堀内郁弥くん
eH3.6.オ9生(飯膿)

・(父)憲治 ・(自)朋美

左足、ひろ

長田宏、拓くん
eH3. 5. 15生(西条新田)

・ (父)信夫 ・(白)文子

疋くや

河西拓也くん
・H3.2. 22生(築地新居)

・(父)昭夫 ・(田)志穂

親から一言 ~E択が沼きな子なので、これか

らもいい音楽を聞かせて情緒農かな明るい子

に育って欲しいと思います。いつも夢をもつ

だ子でいてください。

名前の由来~おじいちゃんの名前の一字を

もらい、お父さんが名前をつけてくれましだ。

愛柿は「タラちゃん」。 よく食べ、よく笑う

僕はワンパク盛り!! 

親から一言~あらっぽいことガ、好きになっ

だ近頃。お話しもパパ-ママにわかるように

なるといいね。拓ましく優しい、みんなの人

司なって欲しいと思います。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
薗
河

|
2
T
1
1
)
ま
で
日

医直面|メ|宅|

女首から上ω医学

山梨医科大学助教授

精神科神経科

福;宰

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
一
獲
千
金
の
夢

破
れ
、
野
望
は
か
な
く
潰
え
、
悲
嘆
に

暮
れ
て
い
る
人
々
、
額
に
汗
せ
ず
多
額

の
お
金
を
懐
に
し
た
た
め
、
国
会
に
呼

び
出
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
日
々
不
安

と
緊
張
と
後
悔
の
連
続
で
血
圧
が
上
が

り
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
も
ま
ま
な
ら
な
い

で
い
る
国
民
の
代
表
者
、
こ
れ
ら
の
人

達
の
精
神
状
態
は
誰
が
み
て
も
普
通
で

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
物
欲
、

権
力
欲
、
名
誉
欲
が
あ
ま
り
に
も
強
す

ぎ
た
た
め
で
、
身
か
ら
で
た
錆
、
自
業

自
得
と
多
く
の
人
か
ら
は
同
情
も
さ
れ

ま
せ
ん
。

衣
・
食
・
住
(
?
)
が
こ
れ
程
ま
で

に
満
た
さ
れ
て
い
る
時
代
は
か
つ
て
の

日
本
の
歴
史
に
類
を
み
ま
せ
ん
。
市
場

に
氾
濫
す
る
無
駄
と
も
お
も
え
る
賛
沢

な
物
・
物
・
物
:
:
:
私
た
ち
の
物
欲
を

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
か
き
た
て

て
い
ま
す
。
欲
望
が
全
て
叶
え
ら
れ
れ

ば
め
で
た
し
め
で
た
し
で
す
が
、
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
は
不
可
能
で
す
。
そ

の
結
果
、
日
々
い
ら
い
ら
し
、
妬
ん
だ 等

り
、
恨
ん
だ
り
、
羨
ら
や
ま
し
が
っ
た

り
と
、
つ
い
に
は
体
調
ま
で
崩
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
欲
求
不
満
と
い
わ

れ
る
状
態
で
す
。
少
し
気
取
っ
て
い
い

ま
す
と
欲
求
不
満
と
は
「
あ
る
目
標
が

障
害
に
遭
遇
し
、
個
人
の
欲
求
が
満
足

さ
れ
な
い
場
合
、
解
決
策
が
た
た
な
い

状
態
」
を
い
い
ま
す
。
グ
解
決
策
d

に
悪

事
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
達
は
余

り
高
望
み
を
せ
ず
、
欲
求
不
満
に
よ
く

耐
え
、
理
性
的
に
行
動
し
て
問
題
を
解

決
し
て
い
く
精
神
力
を
鍛
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

人
に
は
四
つ
の
生
き
る
姿
が
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
「
生
き
て
い
る
L

「
た
く

ま
し
く
」

「う
ま
く
L

「
よ
く
」
の
四
つ

で
す
。
前
の
二
つ
を
、
い
の
ち
そ
の
も

の
や
本
能
と
関
わ
り
を
持
つ
脳
の
一
部

で
あ
る
脳
幹
や
大
脳
辺
緑
系
が
、
後
の

二
つ
を
、
理
性
や
知
性
を
司
る
前
頭
葉

と
呼
ば
れ
る
脳
の
表
面
の
前
の
部
分
が

命
令
之
介
⑨

-e

。
お
誕
生
。

()内は保護者

⑨
清
水
新
居

⑨

押

越

⑨
河
東
中
島

マ
星
野
大
樹
(
浩
)

マ
望
月
大
貴
(
直
彦
)

マ
長
瀬
洋
一一

(
博
志
)

マ
鷹
野
信
秀
(
公
彦
)

マ
三
島
春
菜
(
達
男
)

マ
三
枝
郁
未
(
忠
)

マ
千
野
菜
(
浩
)

⑨
築
地
新
居

⑨

河

西

そ
れ
ぞ
れ
取
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
。
欲

求
不
満
は
強
烈
な
ス
ト
レ
ス
と
し
て
脳

幹
や
大
脳
辺
緑
系
の
働
き
を
悪
く
す
る

の
で
「
い
の
ち
」
す
ら
危
く
な
り
、
そ

れ
が
前
頭
葉
に
は
ね
か
え
り
「
う
ま
く
」

「
よ
く
」
生
き
る
姿
を
見
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
こ
に
精
神
的
健
康
の
大
切

さ
が
強
調
さ
れ
る
わ
け
が
あ
る
の
で

す
。
精
神
的
健
康
と
は
な
に
か
?
私
は
、

精
神
分
析
学
の
創
始
者
で
あ
る
フ
ロ
イ

ト
の
つ
精
神
的
に
健
康
な
人
に
出
来
る

こ
と
は
、
愛
す
る
こ
と
と
働
く
こ
と
で

あ
る
」
と
言
う
定
義
が
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。日

々
、
は
な
は
だ
し
い
不
安
や
苦
悩

が
な
く
、
そ
し
て
長
生
き
す
る
た
め
に
、

ほ
ど
ほ
ど
の
欲
を
も
っ
て
き
ち
ん
と
働

き
、
ど
ん
ど
ん
人
を
愛
し
(
?
)
ま
し

ょ〉つ。
，、
iι 
画

財
団
法
人

里
仁
会

ま平
で成
の四
届年
出二
(月
叡ー
稲田
路 j

月

十
九
日

⑨
上
河
東
二
区

マ
松
田
拓
也
(
敏
彦
)

平成4.4.I 

。
ご
結
婚
。
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清
水
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深
沢
秀
興
・
佐
野
真
咲

マ
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目
功
・
若
杉
佳
代
子

越マ
小
林
澄
夫
・
雨
宮
和
泉

広報しようわ

⑨ 
押

⑪
 



同巳~~
農家のみなさんヘ

〈稲作転換に

ご協力ください〉

平成 4年度の稲作転換目標面積が、 112.7ha

に決まりました。

本町の昨年度の転作実施状況は、 127.8haで、

達成率約100.8%でした。このうち約2.81haは、

米消費純増計画(米粉)によるものです。

町では今年度も、農家のみなさんのご協力

を得て、目標を達成していくつもりです。農

家のみなさんも今のうちから転作計画を立て

て、本年度も目標が達成できるよう、なお一

層のご協力をお願いします。

転作目標面積 112.7ha (昨年比 14.1ha) 

他用途利用米 26，010玄米kg(867袋)

政府米の割当 207，210玄米kg(6，907袋)

米消費純増計画 取り組んだ分だけ目標面

積を減じる。

※お問合せ役場経済課 (冨75-2111) まで

一
坪
農
園
者
募
集

あ
な
た
も

一
坪
農
園
で
、
じ
ゃ
が
い

も

・
ト
マ
ト

・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の

野
菜
を
自
由
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
に
接
し
な
が
ら
、
収
穫
の
喜
び

を
み
ん
な
で
わ
か
ち
あ
い
ま
し
ょ
う

0

・
貸
出
し
期
間

一

年

-
運
営

費

一

区

画

(十
五

2m)
当

た
り
年
額
三
千
円

-
お
申
込
み
四
月
九
日
ま
で
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
(
四
月
十
日
)

と
い
た
し
ま
す
。

-
お
問

合

せ

町
教
育
委
員
会
(
冨
花
-

2
1
1
1
)
ま
で
。

回
開
国
作
業

四
月
十
二
日
日

午
前
八
時
三
十
分
現
地
集
合

圃
場

所

常

永
駅
南
側

手
作
ム
リ
野
菜
を
食
卓
ヘ
ノ

平
成
四
年
度
労
働
保
険
(
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
)
の
年
度
更
新
手
続
き
を
、

今
年
も
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま

で
行
い
ま
す
。

誤
り
な
く
申
告
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
申
告
受
理
相
談
会
を
各
地
に
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

0

・
更
新
内
容
は
平
成
三
年
度
確
定
保

険
料
と
平
成
四
年
度
概
算
保
険
料

で
す
。

-
受
理
会
場
は

案
内
を
各
事
業
所
に

送
付
し
ま
す
。

①
お
問
合
せ
は
山
梨
労
働
基
準
局

(
箇
臼
ー
4
8
5
6
)

県
商
工
労
働
部
雇
用
保
険
課

(
冨
幻
1
1
1
1
1
)
ま
で

労
働
保
険
の
年
度
更
新

申
告
書
受
理
相
談
会
の

お
し
ら
せ

昭
和
町
西
条
の
北
方
水
源
地
内
に
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
¥
昭
和
町
な
ど
給

水
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
ご
利
用

い
だ
だ
け
ま
す
。

-
施
設
と
使
用
料
金

(
一
面
半
白
単
位
〉

テ
ニ
ス
コ

ー

ト

二

干

円

グ
ラ
ウ
ン
ド

干
五
百
円

、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
五
百
円

-
お
申
込
み
は

甲
府
市
水
道
胃

・
会

罰
課

(
冨
お
ー
3

3

4
1
4
1
)

ま
で

※
工

・
日
曜
日
は
予
約
、
ガ
大
変
混
み
あ

っ
て
い
ま
す
の
で
¥
お
早
め
に
あ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
水
道
局
か
ら
〉

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
四
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
供

会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
五
人
以
上
の
団

体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
し

て
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然
死

な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

V
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山

梨
県
支
部
(
箇
日
ー
1
9
0
6
)
ま
で
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

-Z参
加
者
募
集
画

捌
町
民
親
善
ゴ
ル
プ
大
会

時
間
知町

体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
春

季
大
会
を
実
施
し
ま
す

D

口
日

時

五

月

十

九

日

ω

口
会

場

E
の
公
園
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

ロ
参
加
料
六
千
円
(
予
約
金
を
舎
む

プ
レ
l
代
は
個
人
負
担
)

口
競
技
方
法
団
体
戦

・
個
人
戦

(
個
人
戦
は
新
ぺ
リ
戸
方
式
)

口
申
込
み
締
切
り
四
月
十
日
き
で

ロ
申
込
み
万
法
各
地
区
の
ゴ
ル
フ
部

役
員
さ
ん
に
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
、
だ
さ
い
。

口
問
合
せ
先
教
育
委
員
会
内
体
育

協
会
事
務
局
(
冨
万ー
2
7
7
7〉

ぎ
で

aPT 
力日塁
入保
し険

51こ
よ
つ

みんなで考乏よラ土地周題

- 4月は土地月間です ーー

〈土地!こついての基本的な考え方〉

1.土地については公共の福祉が優先します。

2.土地は適正に、計画的に利用されることがiill¥要です。

3.投機的な土地取引は行われてはならないものです。

4.価値の増加に伴う利益は、適切な負担で社会に還元されねばなりません。

E町内交通事故1
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==2月 分

件 数 |負傷|死者|

物損26件 | 人| 人

TZF|(一1)I (::!:O) 

( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

国保ミ二だより 職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職

船
員
遺
児
へ
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。出

生
か
ら
高
第
学
校
を
通
常
の
期
間

に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
、
一
人

月
額
八
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に
限
り
ま
す

0

・
ぉ
問
合
せ
は
側
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会
(
箇

ωー

3
2
3
4
1
0
6
6
2
)

ま
で

町が医療機関などに支払った 1月分

の医療費は、 2，88ア万巳千円です。

(前年同月比5.巳己%の増)

病気の予防は、早期発見、早期治療

が大切です。

むやみな転院はつつしみ、お医者さ

んを信頼し、医療費在大切に使いまし

ょう。

船
員
遺
族
の
み
な
さ
ん
ヘ

殉
職
船
員
遺
児
ヘ

援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

広報しようわ 平成4.4.1 ⑫ 



保健衛生だより

手L 児 健 康 歪合
ロジ 査 3 種混合予防接種

実施日 受付時間及び地区 該当兜 場所

午後 1時間分-1時30分
平成 3年 3月 総

(西条地区)
出 生 v日u 

4月7日 午後 l時30分-2時00分 メ口与

(火) (押原地区) メzふ~ 

午後2時00分-2時30分 平成 3年 6月

(常永地区)
出 生 ノ|日l.J 館

実施日 受付時間及び地区 該当路 場所

午後 1時日日分-1時30分
平成 3年 9月 京念、

(西条地区)
出 生 )日U 

4月10日 午後E時日日分-2時30分 」E2NI 

(金) (押原地区) dヱc;ドz 

午後3時00分-3時30分 平成 3年12月

(常永地区)
出 生 )日U 館

西条一区西条二区清水新居西条新田

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

因子手帳受信及び一般健康相談日

日 時 4月白日(月)・ 18日住)・ 27日伺)

午前9時-11時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

4歳 6か月児健康診査

実施日 4月30日(木)

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該 当児平成2年8月1日~平成 2年 9月30日までの出生児、

及び前回未受診児

持ち物母子手帳・ 1歳6か月児健康質問票

乳児整形外科横診

実施 日 4月22日(水)

受付時間午後1時-1時30分
場 所総合会館

該当児平成 3年12月1日~平成 4年1月31日までの出生

児。

持ち物母子手11.長

⑬ 広報しようわ 平成4.4.I 

日 時 4月28日(火)午後1時-2時
場 所総 合会 館

該当児

惨 I期…平成元年 9月1日~平成 2年 2月28日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から 1年 6か月以内の者。

砂平成元年 3月1日~平成元年 8月31日までの出生児で未接

種者。

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温

は必ずはかつてください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

しユ。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している者、または著しい栄養障害者。

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3.はしか(MMR)、BCG接種・ポ リオ生ワクチン投与後 1か

月以内の者。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

〆一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー、
/ 、

A.成分献皿は200mO¥400mO献血と違い¥凹液

のある成分だけをいだだ、<献血なんじゃ。

Q. 200眠、 400mi献血とどう違うの?

A. 200mO¥400mO献血は¥全血採皿といって¥

一度この献血をすると¥次の献血ができるま

で\1~3ヶ月かかるんじゃ。これが成分献

血だと2週間あればいいんじゃ。

Q.じゃあ、 200眠、 400mi献血より、体の負担

が軽いの?

A.そうなんじゃ¥成分献血だと¥回復の遅い

赤血球をいただかないから負担も軽いし¥体

にやさしい献凹というわけじゃな。それから

これは内緒なんじゃが、手帳のハンコもだく

ノ
、、ー園田ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー田ーー田ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー"
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卯月 APRIL4月のとよみ平成4年 (1992年)

Y
一a一

A
U
一

H
U
一a一S

一
仏
滅

土一

4
糊

盃 Fridsy

3草

木 Thurs.day

2露

水 Wednesday

f否
土地月間 (~30 日)

火 TUBSday

S田町 15日
審の全'1.~通安全運動

用 Mondsy日 Sunday

押原中入学式
リハビリ教室

(総合会館)

押原小・西条小・
押原中始業式

飼えなくなった犬

猫の収集日選型
11委10議

婦人週間 (----16日)

9重

「リソート昭和」開館

押原小・西条小
入学式

行政相談

(中央公民館午後l時"")
心配ごと相談

(総合会館午後 l時"')

8友ヨ1

-シートベルトの正しい着用の徹底

-高齢者と子どもの突通事故防比

・違法駐車の締め出し

一ア健

先

勝

保
7

一一
全安直

)
あ
旧

国

4

赤
口
全
ト

、
}
の
動

F
K
春

運

5委
花まつり

濯仏会

乳児健康診査 |心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ |乳児健康診査 |役場閉庁

(総合会館)1 (総合会館午後 l時"')1ービス 総合会館)1結婚相談(総合会館

(総合会館午後 l時"') 1町ゴルフ大会申込み|午後 1----3時)

一坪農園申込み締切り日 | 締切り日

18百
発明の日

.. .. 
犬の登録及び狂犬病予防注射 CP9参照)

15童 116強 |行委

図書館休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

第12田町内一周駅

伝大会

14奇13露
科学技術週間

(~19 日)

総合会館温泉定休日

12吉

子どもアニメ映画会

(町立図書館)

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

リハビリ教室

(総合会館)

飼えなくなった犬猫

収集日
心配ごと相談

(総合会館午後 l時"')
行政相談

(中央公民館午後l時"')

ポスト愛護週間
(----20日)

図書館休館日

選
25議24百23委22議21童20奇

切手趣味週間("'26日)
逓信記念日

19露

役場開斤

静

みどりの週間
(~29 日)

心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ

(総合会館午後 l時"')1 ービス

乳児整形外科検診 I(総合会館午後 l時"')
(総合会館)

図書館休館日総合会館温泉定休日

犬の登録及び狂犬

病子防注射

(総合会館)

30百29委
圃みどりの臼

28絵27重26者
ーノ ¥← 

l審の防犯運動 i 
4月は、オートパイ洛 | 

| 自転車盗防

i推進月間です。 l 
L ¥/.1 

図書館休館日

l歳 6か月児健康

診査(総合会館)

3種混合予防接種|総合会館温泉定休日

(総合会館)1図書館休館日

図書館休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)¥魅

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい

※収集日の当日午前日時30分までに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

ださい。

※台戸斤のゴミは水切りをして出してください。

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河東

中阿新 一
越島 原居喰西東区

毎逓 三月;・木曜日

2日・6日-9日・ 13日・ 16日

20日・ 23日・ 27日・ 30日

毎時第171¥陸自第3水曜日

1日・ 16日

西西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火・金曜日

3日・ 7日・ 10日・ 14日

17日・ 21日・ 24日・ 28日

毎月第2水陸自第471<曜日

8日・ 22日

地

区

燃
え
る
物

⑪ 平成4.4.1広報しようわ
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